
男子・平岡勇人、女子・久保田彩花が大会初V

▲男子アマ部門優勝・八鍬選手（左）と
2位・小野選手

▲女子アマ部門優勝・山本選手（左）
と2位・平嶋選手

▲ジュニア時代の恩師でもあ
る中谷優子夫人、愛娘・歩純ち
ゃんの祝福を受けてまた涙
◀デビュー10年目の初Ｖに平
岡は万感のガッツポーズ！

▲「ほぼ完璧な投球ができたので悔いはない」と斎
藤（左）「ステップラダーの壁を越えられたのは自信
になる」と田中

▲「最近、インサイドから幅を取る練
習をしていて、優勝決定戦はその成果
が出たと思う」と久保田

▲左から優勝・石田、2位・寺下、3位・幸木、4位・水谷

第１6回MKチャリティカップ第１6回MKチャリティカップ 9月13～16日
MKボウル上賀茂

▲「準優勝は初めて。気持ちのいい負け方では
なかった」とガックリの川﨑（左）「ラウンドロビ
ンも1年ぶり。ここからのテーマは“復活”」と巻
き返しを誓う姫路

平岡は予選10Ｇ・準決勝5Ｇ
をいずれも240超のハイアベ
レージで1位通過。決勝ラウン
ドロビン（8Ｇ）では3勝5敗と
負け越したが、最終ポジション
マッチ（VS田中椋也）で256
を打って2位に踏みとどまり、

今年はプロ野球だけでなく、プロボウリングも関西勢が強
い !?――9月13～16日の4日間、京都市のＭＫボウル上賀茂
に男女総勢271名のプロ・アマが参加して行われた「第16回Ｍ
Ｋチャリティカップ」は、男子が兵庫県出身の平岡勇人（53期
／㈱ラウンドワン）、女子が奈良県出身の久保田彩花（48期／
フリー）と、いずれも関西勢が制した。（主催：ＭＫグループ　
特別協賛：日産自動車販売㈱／ＡＩＧ損害保険㈱／ブリヂスト
ンタイヤソリューションジャパン㈱／神戸トヨペット㈱）

TV決勝進出を決めた。
田中との3位決定戦は253：

190で快勝。その直後、平岡
は「あとひとつ勝って、阪神タ
イガースに続いて“アレ”をし
たいと思います！」とＴＶカメ
ラの前で力強く宣言して会場の
ギャラリーを沸かせた。
優勝決定戦の相手は、プロデ

ビュー間もない新人の
斎藤祐太。のびやかに
ＴＶ決勝の舞台を楽し
んでいるかのような斎
藤に、序盤はぴったり
並走されたが、5フレ
からの3連発でリード
を奪うと、斎藤の8フ
レ⑦－⑩スプリット
オープンもあって、9
フレ終了時点でほぼ
勝負あり。10フレ1
投目のストライクでプ

日本最大の武者祭りとしても
有名な信玄公祭り連携事業とし
て開催された『2023山梨レ
ディースプロボウリングトーナ
メント兼男女アマチュア選手
権』は、山梨県で開催される初
のプロ公式戦でもあった。予選
（6G）はダイトースターレーン、
ボウリング王国スポルト南アル
プス店、都留ファミリーボウル

の県下3センターに分かれて行
われ、各会場の上位22選手が
大丸パークレーンズで行われた
最終日の準決勝、決勝で優勝を
争った。（主催：山梨県ボウリ
ング場協会　共催：山梨放送）

☆
準決勝・プロの部は、ゼロス

タートで6Gを投球、上位12名
を決勝トーナメントに選出した
（上位4名は1回戦シード）。「最
近調子は上向き」という今年デ
ビューの石田万音が、予選、準

わす223：217で優勝した。
山本朝子選手（川口グランド

ボール）と平嶋彩葉選手（タチ
バナボウル）の対戦となった女
子は、ともにスコアメイクに苦
しんだが、山本選手が179：
173と6ピン差で優勝を飾った。

アマチュアの部
男子は八鍬良太選手（立川ス

ターレーン）と小野笙吾選手（相
模ファーストレーン）が優勝決
定戦で対決、前半2つのダブル
でリードの八鍬選手が、後半の
小野選手の追い上げを6ピンか

決勝とも1位でクリアすると、
決勝トーナメント準決勝は10
フレのダブルで幸木百合菜を
231：228と3ピン逆転して優
勝決定戦に進んだ。また準決勝
2位通過の寺下智香は、決勝
トーナメントの準決勝で、2フ
レから4連続スプリットとつま
ずいた水谷若菜を201：153
で退けた。
寺下が「苦手なラインを投げ

ることになりそう」と覚悟した
ように、互いに練習ボールでは
苦戦していたが、3フレからと
もにフォースでゲームを作った
のはさすが。石田が半マーク
リードで迎えた10フレをパン
チアウトで勝負を決めた。
1年目で新人戦に続きレギュ
ラータイトルも獲得した石田。
「師匠の平岡勇人プロの MK優
勝に勢いをもらって、レギュ
ラータイトルをと意気込んで臨
んだけど、いざ達成してみると
実感が全然わかないです」
優勝ボール：ヴァーチャル・グ
ラビティ プロ -x2(STORM)

2023山梨レディースプロボウリング兼男女アマチュア選手権 9月30日～10月1日
大丸パークレーンズ他

山梨県初のプロ公式戦は新人の石田万音が制す
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ロ10年目の悲願初Ｖを確定さ
せた瞬間、平岡の両目からは涙
があふれた。
「優勝するためにプロになっ
たので、本当にうれしい。今回
のレーンは自分にいちばん合っ
ていると思ったし、去年から
『必ずうまくいく』と考えるよう
になって、最後まで失敗を恐れ
ず、ピンが残っても冷静でいら
れた。プロ入りの前年に亡く
なった父も喜んでいると思う」
（平岡）
優勝ボール：STORM（ハイ・ス
ポーツ社）シャドウ・ロック

女子の久保田は、予選33位
と出遅れながら、準決勝でアベ
レージを13点以上伸ばして4
位まで浮上。続く決勝ラウンド
ロビンで7勝1敗と大きく勝ち
越し、末席の3位でＴＶ決勝に
進出。3位決定戦で3期連続3

平岡がプロ10年目悲願の初Ｖ

久保田は同期対決制し5勝目

冠女王の姫路麗、優勝決定戦で
同期のライバル・川﨑由意を連
破して堂々の優勝を飾った。
3位決定戦は10フレ④⑥⑦
⑩をオープンとしたものの、9
フレまでノーミスの221、優
勝決定戦は5連発スタートから
ノーミスでフィニッシュして
237。変化の激しいＴＶ決勝
のレーンでアジャストに苦しむ
対戦相手と好対照に、久保田ら

しいステディーなボウリングが
光った。
今季初、1年ぶりの通算5勝

目は、川﨑と肩を並べる大きな
1勝だが、その表情に弾けるよ
うな喜びはない。
「準決勝の時点では、優勝は
厳しいかなと思っていました。

最近は若くて勢いのある
選手が出てきて、危機感
を感じています。それだ
けにこの優勝は、ホッと
した気持ちのほうが強い
です」
久保田のコメントは、

この先に待ち受けている
であろういくつもの厳し
い戦いを覚悟しているよ
うに聞こえた。
優勝ボール：ナノデス・ア
キュドライブⅡ（ABS）
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